
































































































































































































































































































































































①日時 平成15年 11月 10日(月)
11月 11日 (火)
②場所 岡山県立岡山南高等学校
岡山大学教育学部附属中学校
岡山大学教育学部附属小学校
③大会主題
｢確かな学力と豊かな心を育む
算数 ･数学教育｣
④内容
a授業公開
1 二次関数の値の変化
(第1学年)
授装着 :岡山県立岡山南高等学校
教諭 康谷英治
2 わり算 (2)
(少人数 ･習熟度別指導､第4
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学年)
授業者 :岡山大学教育学部附属小
学校教諭
杉能道明､深井文雄
3 分数のかけ算
(第6学年)
授業者 :岡山大学教育学部附属小
学校教諭 鈴木隆幸
4 比例と反比例
(第1学年)
授業者 :岡山大学教育学部附属中
学校教諭 木村昏生
5 相似な図形
(第3学年)
梗業者 :岡山大学教育学部附属中
学校教諭 大月一審
b 記念講演
講師 尾道市立土堂′ト学校長
･山英男
演題 ｢生きる力と学力｣
④対象者
大学教官､学生､大学院生､指導主宰
附属学校教官､/ト･中 ･高等学校教員､
その他教育関係者
5 成果
算数 .数学教育における教員の指韓力向
上を目指して岡山大学教育学部と岡山県教
育委員会との連携協力が緒に付いたばかり
の段階でその成果を問うのは難しい｡しか
しながら､第1回の中学校数学の補充的学
習 ･発展的学習の研修講座には､岡山大学
界数 ･数学教育学会の会員以外にも参加者
があり､補充的学習や発展的な学習の推進
に関わる熱心な論談がなされた｡
また､｢算数 ･数学投薬公開と講演会｣
の企画 ･運営において､連携協力すること
で､小 ･中 ･高等学校の各校種に㌍いて実
践的な算数 ･数学の授業公開を用意するこ
とができたことは大変忠義があるo群数 ･
数学と言う教科は､特に､指導の系統性が
強く求められる｡それだけに､各校柾にお
いて授業公開し､指導の系統性を踏まえ､
児童 ･生徒の算数 ･数学の学びがどのよう
な授業によって形成されているのかを公開
することは画期的なことである｡多数の′ト
･中 ･高等学校の教員の参加希望者の申し
込みがあるのも､学力低下問題の解消に向
けた本事業が､学校現場のニーズに応じた
ものになっていることの確かな現れであ
るoこの曹味で､本事業の初期の成果は､
概ね達成できたと言える状況にある｡
6 課題と今後の展望
岡山大学教育学部と岡山県教育委員会と
の連携協力による ｢罪数 ･数学教育の指導
力向上事業｣の課題としては､次の点が考
えられる｡
①企画段階からの連携協力
連供協力の緒に付いた本年度は､岡山大
学が企画 ･運営について主要な役割を果た
した｡しかしながら､本当の学校現場のニ
ーズに応 じた算数 ･数学教育の指導力向上
額薬をするためには､企画段階から相互の
組織的､継続的な連携協力により､具休的
にどんな事業内容をすべきかを､今後の展
望を見据えて協抜することが不可欠である
と思われる｡
②体系的な ｢算数 ･数学教育の指導力向
上事業｣のシステム化
第数 ･数学教育の指導力の向上のために
は､トピックス的な内容の事業ばかりでは
意味がない｡いつの時代になっても恒常的､
継続的に実施すべき事業と､算数 ･数学教
育の改革にまつわる新規方策事業に係わる
事某とをしっかり見据えて､連携協力研究
を体系的に行っていく必要がある｡
③相互の人的 ･知的資源の乗り入れの検
討
井数 .数学の学力の低下の主要な要因と
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しては､次の3つを挙げることができる｡
･第数 ･数学科のカリキュラム
･井数 ･数学を指導する教員の資質能
力
･算数 ･数学を学ぶ児亜生徒の資質能
力
教師にあって､算数 ･数学の学力の低下
の主要な要因を､安易に ｢算数 ･数学科の
カリキュラム｣や ｢井数 ･数学を学ぶ児虚
生徒の深質能力｣のせいにするのは､よく
ないと思う｡専門職として､算数 ･数学教
育の指導力向上を使命感として昔織して､
一層教師力丑形成に溝進すべきであると思
う｡大学と教育委員会 とは､｢養成｣｢採
用 ･研修｣の各段階において､バラバラの
養成教育や研修をするのではなく､人的 ･
知的窯炉を共有化 し､相互の乗り入れを横
極的に検討すべきであると思う｡
<参考 ･引用文献>
1)文部省､教育職員兼成番地会第一次答
申､1997.
2)文部科学省､報道発表､確かな学力の
ための2002アピール ｢学びのすす
め｣､2002年 1月17日.
3)国立教育政策研究所教育殊程研究セン
ター､平成 13年度小中学校教育秋程
実施状況調査報告番､小学校兼敏､
2003.
4)文部科学省､個に応 じた指導に関する
指導資料一発展的な学習や補充的な学
習の推進- (中学校数学)､平成 14
年 9月.
5)岡山大学教育学部連携推進委員会､平
成 12･13年度連携協力事業研究報
告書､平成 13年 ･14年.
(平成15年10月25日受理)
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